
 

環境に優しい + 地域内の新たな移動・回遊性を高
める→市民の利便性向上・経済波及が可能に。 
②食品ロス削減の取組 
日本では年間約 612 万ｔの食品ロスが出ており、
さいたま市では年間約 1 万４千トン、市民一人一
日あたりでお寿司１貫分（30ｇ）のロス。 
施策①Saitama Sunday Soup 
  （日曜日は食べつくスープ！） 
「野菜」などの生鮮食材を、まとめてスープにし
て食べつくす新しいライフスタイルを発信。 
施策②フードドライブ 
民間事業者とも連携し、市内２０か所に回収窓口
を設置。 
施策③チーム Eat All 
食品ロスの削減に取り組む事業者等をチーム Eat 
All 参加事業者として登録。 
 
③2019 年 3 月末に、大宮駅東口に東日本連携セン
ター、愛称「まるまるひがしにほん」をオープン

…経済局の取り組み、交
流・発信・活性化を促す
地方創生の場として開
設。 
来場者数 200 万人突破。 
最近は、同じ地域資源を
持つ離れた市町村同士
や、周辺の複数の市町村
が共同して出展するな

ど、少しずつ連携の輪が広がっています。 
 
■さいたま本市の SDGｓ認証制度と 
 その他登録・宣言制度 

さいたま市 SDGｓ企業認証制度 
SDGｓの理念を尊重し、経済・社会・環境の３つ
の分野を意識した経営活動を。 
推進する市内企業を、さいたま市が認証し、継続
的に支援する制度です。 
・対象は、さいたま市内に本社・本店・事業所等
を有する企業、個人事業主、中小企業組合。 
 
認証取得の主なメリット 
①企業 PR 支援 
②コミュニティへの参加 
③個社別の支援 
④金融支援 
⑤市の発注業務の加点 
 
・認証条件となる SDGｓチェックリスト 

企業が、日々の経営活動や経営課題がＳＤＧｓの
達成に繋がっているという気づきを得るととも
に、企業の自律的な SDGｓの取組を後押しするこ
とを目的に、作成したもの。 
・チェックリストは、「マスト SDGｓ」「ベーシッ
ク SDGｓ」「チャレンジ SDGｓ」の３階層から構
成され、チェック項目形式又は記入シート形式と
なっています。 
①マスト SDGｓ 
マストと考える項目＝絶対に欠かせない必須項目
として 10 項目を設定。 
②ベーシック SDGｓ 
規模や業種に関わらず取り組めるもの、つまり原
則としてどの企業でも実践できる SDGｓの取組
を、95 のチェック項目として列挙。 
③チャレンジ SDGｓ 
各企業が掲げるオリジナルの SDGs 目標を記載。 
 
★申請から認証まで まとめ 
①自社の SDGｓ取組状況の自己診断。 
マスト及びベーシック SDGｓのチェックリストに
基づき、自己診断をしてください。 
↓ 
②目標設定 
チャレンジ SDGｓのチェックシートを活用して自
社の SDGｓ目標を設定し、その目標に関する KPI
の設定および自己評価を行ってください。 
↓ 
③審査会による認証審査 
市の附属機関である「さいたま市 SDGｓ企業認証
審査会」にて専門家等による審査を行います。 
↓ 
④審査終了後、結果を個別に通知 
 
★さいたま市 SDGｓ推進マニュアル 
企業が SDGｓに取り組むための教科書及び「さい
たま市 SDGｓ企業認証制度」に応募する企業の手
引きとして活用できます。市のホームページ上で
公開中です。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

「ハイライトよねやま」に掲載 

掲載 

ガンちゃんも参加した芋掘り行事が掲載されています。 

 


